
R4.3.3 第 4回公共施設適正化検討委員会資料２ 

 

提言案に対する委員からの意見 

 

ページ 小委員会案 お寄せいただいた意見 事務局の考え 

１ 

 

市では、高度経済成長期に人

口増加や市民生活の質の向

上を図るため、多くの建物や

インフラ施設を整備してき

ました。 

市では、高度経済成長期の人

口増加や市民生活の質の向

上に対応するため、多くの建

物やインフラ施設を整備し

てきました。 

意見のとおり修正したいと考

えます。 

１ 

 

平成の２度の合併により、全

国的に見ても多くの公共施

設を有しています。 

平成の２度の市町村合併に

より、全国的に見ても多くの

公共施設を有しています。 

意見のとおり修正したいと考

えます。 

１ 人口減少・少子高齢化に伴う

税収の減少や扶助費などの

社会保障関係費の更なる増

大が見込まれます。 

人口減少・少子高齢化に伴う

税収の減少に加え扶助費な

どの社会保障関係費の更な

る増大が見込まれています。 

「や」は、小委員会案のままと

し、「見込まれ」は意見のとおり

修正したいと考えます。 

１ 

 

そこで、持続可能な行財政運

営を行っていくため、市では

公共施設等の総合的かつ計

画的な管理の推進のための

中長期的な計画である「公共

施設等総合管理計画」を平成

29(2017)年に策定し、将来を

見据え、必要とされる規模や

財政に見合った規模になる

よう施設を管理していく取

組である公共施設マネジメ

ントを推進しています。 

このため、持続可能な行財政

運営を目指し、公共施設等の

総合的かつ計画的な管理推

進のための中長期的な計画

である「公共施設等総合管理

計画」を平成 29(2017)年に策

定し、将来を見据え、必要と

される施設数や規模になる

よう施設を管理していく公

共施設マネジメントを推進

しています。 

「規模や財政に見合った」は小

委員会のままとし、それ以外は 

意見のとおり修正したいと考

えます。 

１ このような中、令和 10(2028)

年に長野県では 50 年ぶりの

開催となる第 82 回国民スポ

ーツ大会及び第 27 回全国障

害者スポーツ大会を迎える

こととなりました。 

このような中、令和 10(2028)

年に長野県では 50 年ぶりの

開催となる第 82 回国民スポ

ーツ大会及び第 27 回全国障

害者スポーツ大会が開催さ

れることとなりました。 

小委員会案のままとしたいと

考えます。 
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ページ 小委員会案 お寄せいただいた意見 事務局の考え 

１ 

 

市においても数多くの競技

を受入れることとなり、その

ために必要な施設整備を検

討しています。 

市においても数多くの競技

を受入れることを決定し、そ

のために必要な施設の在り

方などを検討しています。 

「となり、」は意見のとおり修正

し、「整備」については小委員会

案のままとしたいと考えます。 

１ 公共施設適正化検討委員会

（以下「本委員会」という。）

では、市からの依頼を受け、

施設整備に向けて公共施設

マネジメントを踏まえた提

言を行うこととなり、本委員

会の委員とスポーツ関係者

から成る「国民スポーツ大

会・全国障害者スポーツ大会

の施設整備検討小委員会（以

下「検討小委員会」という。）」

を設置し、検討を重ねてきま

した。 

公共施設適正化検討委員会

（以下「本委員会」という。）

では、市から意見具申を求め

られたことから、本委員会の

委員とスポーツ関係者から

成る「国民スポーツ大会・全

国障害者スポーツ大会の施

設整備検討小委員会（以下

「検討小委員会」という。）」

を設置し、検討を重ね、公共

施設マネジメントを踏まえ

たこれら施設整備の在り方

についての提言をとりまと

めました。 

小委員会案のままとしたいと

考えます。 

 

 

１ （文末） 

適正化検討委員会 

適正化検討委員会 

委員長 倉田博光 

小委員会案のままとしたいと

考えます。 

 

５ 新たな整備等が必要な場合

には、これまで市が進めてき

た公共施設マネジメントに

沿って、十分に検討された

い。 

新たな整備等については、こ

れまで市が進めてきた公共

施設マネジメントに沿って、

その必要性等を十分に検討

のうえ進められたい。 

意見のとおり修正したいと考

えます。 

 


